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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・地域老年看護学 
キーワード：精神科看護師・ストレス・ストレスマネジメント・心理教育・認知行動療法・ 

エンパワメント・看護師教育 
 
１．研究計画の概要 
私たちは心理教育や認知行動療法の各要

素を精神科看護師教育へ応用することで、

より効果的な教育プログラムができるので

はないかと考えている。研究目的は、精神

科看護師に対して、認知行動療法や心理教

育的手法を利用したエンパワメントプログ

ラムを行うことで、精神科看護師の精神的

健康度や気分などが改善するかを検証する

ことである。 
 

２．研究の進捗状況 
平成 19年、20年の準備を経て、平成 21

年度は、心理教育的手法を用いた精神科看

護師教育プログラムを開発するための、パ

イロットスタディとして、対照群を置かな

い介入研究を行った。 

研究は、精神科看護師に対して認知行動

療法や心理教育的手法を取り入れた構造化

されたストレスマネジメント・エンパワメ

ントプログラムを行うことで、気分や精神

的健康度などの心理的負担が軽減するかを

実証的に示すことを目的とし、精神科看護

師 15 名を対象に介入を行った。プログラ

ムは、2 週間に 1 回、全 3 回行った。1 回

は 2 時間であり、2 時間のうち前半 30 分は

講義形式で、それに続いて 90 分のグルー

プディスカッションを行った。3 回の講義

では、1 回目の内容は、ストレスについて

の全般的な知識提供と精神科看護師特有の

ストレスについてなどであり、2 回目は、

認知と認知行動療法についての知識提供と

認知再構成の演習などである。3 回目は、

コーピングについての説明と、アサーショ

ンの説明および演習である。 
介入の結果、精神的健康度を評価するＫ6

については、介入前後を比較したところ有意

に改善しており(Paired t-test, P=0.014)、１ヶ月

後の得点についても、介入前に比較して十分

な改善傾向があった(P=0.05)。看護師の患者

に対する感情態度を評価する NAS について

は、下位尺度の「敵意」において、介入前後を

比較したところ有意に改善しており(P=0.036)、

それは１ヶ月後の得点についても、介入前に

比 較 し て有 意 な改 善が 継 続 し てい た
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(P=0.041)。 

これらのことから、精神科看護師が今回の

プログラムに参加することで、看護師自身の気

分や精神的健康が改善されるだけでなく、患

者ケアへも良い影響があることが示唆された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 

理由：現在までにプログラム内容がほぼ確

定し、パイロットスタディにより効果も検証

できている。残りの１年で、さらに信頼性の

高い研究デザインを用いて効果検証が出来

るため。 
 
４．今後の研究の推進方策 

昨年度までは、パイロットスタディとし

て、対照群は置かずに小規模の対象で開発

したプログラムを用いての介入を行った。 

その結果、有意に看護師の精神的健康と患

者への感情態度が変化することが示された。 

今後の研究目的は、昨年行ったプログラム

を改善し、さらにＲＣＴ（無作為割り付け

比較試験）を用いて対照群を置くことで、

最終的なプログラムの効果を評価する予定

である。 
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